
　
年
度
始
め
に
あ
た
っ
て

　

令
和
７
年
、
明
け
た
と
思
う
間
も
な
く
３
月
、
４

月
を
迎
え
ま
し
た
。
月
日
の
過
ぎ
行
く
速
さ
に
た
だ

た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

今
年
も
東
北
・
北
陸
地
方
で
は
毎
年
の
こ
と
と
は

い
え
、
大
雪
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
高
齢
の
犠
牲

者
ま
で
み
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
能
登
地
方
に
お
い
て
、

地
震
災
害
の
復
興
も
進
ま
な
い
中
で
、
昨
年
の
水
害

に
よ
り
大
き
な
被
害
が
重
な
り
、
さ
ら
に
新
年
早
々

の
大
雪
と
、
言
葉
も
な
い
心
境
で
す
。

　

さ
て
３
月
は
別
れ
の
月
、
４
月
は
出
会
い
の
月
な

ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
ど
も
の
原
町
区
芸
文
協
も

総
会
に
向
け
て
役
員
会
を
開
催
し
準
備
中
で
あ
り
ま

す
。

　

思
え
ば
あ
の
３
・
11
の
震
災
で
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
活
動
自
粛
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
頑
張
り
で
文
化
祭
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

お
蔭
さ
ま
で
、
活
動
時
間
は
制
約
さ
れ
ま
し
た
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
力
い
っ
ぱ
い
発
揮
で
き
た
と

い
う
満
足
感
は
実
感
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
文
化
祭
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
参
加

で
き
な
か
っ
た
茶
道
の
皆
さ
ん
が
久
し
ぶ
り
に
お
茶

席
を
復
活
い
た
し
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
お
客
様
も

戻
っ
て
こ
ら
れ
て
、
賑
や
か
な
文
化
祭
と
な
り
、
喜

び
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
ま
た
、
所
属
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
す

る
場
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
秋
に
は
合
同

で
発
表
す
る
文
化
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
会
場
に
お
出
で
い
た
だ
き
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

折
に
ふ
れ
て
芸
文
協
の
興
味
の
あ
る
団
体
に
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お

誘
い
申
し
上
げ
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

芸
文
協
会
長
　
渡
部

紀
佐
夫

令和７年 ５月 第 86　号
原町区芸術文化協会
発行者　渡部紀佐夫
原町区下太田字塚田17-2
電話　０２４４（２２）７０５５

事務局・連絡先
原町区小川町539－8
電話　0244（23）4678

�　

�　
テ
レ
ビ
で
の
俳
句
番
組
を
ご
覧
か
と
思

い
ま
す
。
身
近
な
こ
と
を
詠
み
な
る
ほ

ど
と
理
解
し
た
時
が
チ
ャ
ン
ス
、
あ
な

た
も
挑
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

�　
�　

桜
、
燕
、
カ
エ
ル
な
ど
も
立
派
な
季
語

で
す
。
私
た
ち
は
俳
句
の
季
語
に
囲
ま

れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
日
記
の

最
後
に
五
・
七
・
五
、
た
っ
た
十
七
の

文
字
を
書
い
て
自
分
だ
け
の
俳
句
を
詠

む
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

�　

�　
季
語
の
こ
と
ば
を
ひ
と
つ
入
れ
る
の
が

決
ま
り
で
す
の
で
歳
時
記
を
探
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
春
夏
秋
冬
の
季
節
を
網

羅
し
て
い
る
歳
時
記
、
読
む
の
も
ま
た

楽
し
い
冊
子
で
す
。

�　

�　
原
町
俳
句
連
盟
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
各
句
会
が
み
な
さ
ま
を
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
会
長　

宮
本
み
さ
子
）

　
　

▽
０
９
０

－

１
３
７
９

－

７
８
１
８

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

［
令
和
７
年
度
芸
文
協
各
団
体
紹
介
］

　

原
町
区
芸
術
文
化
協
会
と
申
し
ま
す
。
本
会
所
属
の
各
団
体
の
今
年

度
の
決
意
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ど
の
団
体
も
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

ふ
ま
え
つ
つ
意
欲
的
な
計
画
が
み
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

末
尾
の
▽
は
、
お
問
合
せ
先
（
住
所
・
電
話
番
号
）
で
す
。
遠
慮
な

く
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

�　

書
道
の
会
で
す
。
今
年
度
の
年
間
予
定

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
学
習
会　

4
月
～
1
月　

毎
月
1
回

　
　

第
2
月
曜　

10
：
00
～
16
：
00

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室　

　
　

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
実
施

　

・
第
20
回
幽
美
会
書
展
の
開
催

　
　

10
月
18
日（
土
）9
：
30
～
17
：
30

　
　

10
月
19
日（
日
）9
：
30
～
16
：
00

　
　

南
相
馬
市
民
文
化
会
館

ゆ
め
は
っ
と
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

・
第
64
回
福
島
県
書
道
協
会
展
出
品

　
　

日
程
は
未
定

　

・
市
美
展
へ
の
出
品

　

・
書
心
会
展
出
品　

令
和
8
年
3
月

　

・�

各
種
展
覧
会
へ
の
積
極
的
な
出
品
参
加

並
び
に
参
観

　

・
会
員
拡
大

　

▽
原
町
区
大
木
戸
字
松
島
１
１
５

－

34

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

４
３
７
５（

佐
藤
）

（
１
）観
世
流
励
諷
会

　

�　
今
年
度
上
半
期
の
予
定
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

・�

毎
週
土
曜
日
13
時
半
か
ら
素
謡
と
仕
舞

の
稽
古　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・�

観
桜
会　

素
謡
と
仕
舞

　
　

6
月　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・�

ゆ
か
た
会　

素
謡
と
仕
舞

　
　

8
月　

原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

◎
見
学
は
い
つ
で
も
可
能
で
す
。

　

▽
℡
０
９
０

－

６
２
５
７

－

０
６
６
１

（
２
）原
町
宝
生
会

　

�　

日
本
の
古
典
芸
能
で
あ
る
能（
謡
曲
・

仕
舞
）の
伝
承
・
普
及
を
目
標
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

�　
年
間
通
し
て
、
春
・
夏
・
秋
と
、
会
員

の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

・
夏
の
行
事

　
　

ゆ
か
た
会

　
　

6
月
15
日（
日
）

　
　

ひ
が
し
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
８
５
８（

菅
野
）

文
芸
・
研
究
部
門

◇
南
相
馬
市
俳
句
連
盟

◇
幽
美
会

◇
原
町
謡
曲
同
好
会

美
術
部
門

音
楽
・
演
劇
部
門



【
芸
文
協
で
す
　
今
年
も
よ
ろ
し
く
】

◇
芸
文
協
と
は
？

　

南
相
馬
市
内
の
文
化
団
体
連
合
体
が
、

南
相
馬
市
芸
術
文
化
協
会
で
す
。
芸
文
協

は
、
芸
術
文
化
協
会
の
略
称
で
、
小
高
区
、

鹿
島
区
、
原
町
区
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
が
あ

り
、
わ
が
原
町
区
芸
文
協
は
、
こ
の
原
町

区
の
支
部
で
す
。

　

各
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
技
量
の
向
上
を

図
り
、
原
町
区
、
小
高
区
、
鹿
島
区
の
会

場
に
お
い
て
発
表
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

原
町
区
芸
文
協
文
化
祭
は
、
こ
の
う
ち
原

町
区
で
行
わ
れ
る
合
同
発
表
会
で
す
。
各

団
体
は
、
こ
の
よ
う
な
地
区
内
の
ほ
か
、

県
内
や
県
外
で
の
発
表
会
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
た
ゆ
ま
ず
技
量
を
磨
い

て
い
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

◇
な
ぜ
入
会
し
た
の
？

「
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
そ
う
だ
っ
た
」

「
友
人
に
誘
わ
れ
て
」

「
発
表
会
を
見
た
こ
と
で
」

「
雰
囲
気
が
よ
か
っ
た
か
ら
」

「
生
活
に
何
か
プ
ラ
ス
に
な
り
そ
う
」

　
　

・
・
・
・
・
・

◇
な
ぜ
続
い
て
い
る
の
？

「
生
活
に
う
る
お
い
が
で
る
」

「
健
康
に
い
い
よ
う
で
」

「
み
ん
な
と
の
話
が
楽
し
い
」

「
季
節
が
実
感
で
き
る
」

「
自
分
が
向
上
し
た
よ
う
な
感
じ
」

　
　

・
・
・
・
・
・

◇
い
つ
入
る
？

　

入
る
き
っ
か
け
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
う
。

　
「
い
つ
入
る
？
」

　
「
今
で
し
ょ
」と
い
う
の
は
古
い
ギ
ャ
グ
。

「
よ
し
」と
気
持
ち
が
向
い
た
時
、
い
つ
で

も
ど
う
ぞ
。
お
待
ち
し
て
ま
す
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

�　
私
た
ち
原
町
女
声
合
唱
団
は
、
団
員
同

士
の
絆
と
向
上
心
を
大
切
に
楽
し
く
活

動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

�　

今
年
の
6
月
に
は「
創
立
50
周
年
記
年

演
奏
会
」を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

�　
こ
れ
か
ら
も
二
本
松
先
生
の
楽
し
い
ご

指
導
の
下
、
合
唱
を
生
涯
学
習
と
し
て

歌
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

▽
℡
０
２
４
４

－

３
６

－

５
８
９
６（

荒
川
）

　

�　
本
年
度
の
行
事
予
定
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト2025　

　
　

6
月
29
日（
日
）浮
舟
文
化
会
館 

　

・�

第
25
回
そ
う
ま
地
方
合
唱
を
楽
し
む
会

合
同
発
表
会

　
　

9
月
7
日（
日
）

　
　

鹿
島
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）

　

▽
原
町
区
三
島
町
２

－

１
０
１

－
２

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－
５
４
３
２

　

�　

創
立
70
周
年
を
迎
え
た
当
舞
踊
学
園

は
、
舞
踊
を
通
し
情
操
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
洋
舞
を
楽
し

く
レ
ッ
ス
ン
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
原
町
ス
タ
ジ
オ
で

は
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
の
レ
ッ
ス
ン
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

▽
０
９
０

－

７
６
６
２

－

１
４
４
０

（
郡
眞
由
美
）

　

�　

平
成
13
年
に
発
足
以
来
、
今
日
ま
で
明

る
く
、
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
練
習
、

発
表
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
ハ
ー
モ
ニ
カ

に
興
味
の
あ
る
方
、
一
度
練
習
を
の
ぞ
い

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

・
錬
習
場
所

　
　

原
町
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

学
習
室

　

・
練
習
日
、
時
間

　
　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日

　
　

午
後
2
時
～
4
時

　

▽
事
務
所　

南
相
馬
市
原
町
区
北
長
野
字

　
　
　
　
　

北
原
田
２
４
６

－

１

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

０
３
５
３

（
櫻
井　

雅
勝
）

　

�　

本
年
度
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

1
月　

新
年
初
舞
会　

相
馬
市
岩
ノ
子

　

2
月　

新
曲
発
表
会　

修
道
館

　

3
月　

行
政
区
体
づ
く
り
出
演　

南

　
　
　
　

相
馬
ジ
ャ
ス
モ
ー
ル

　

4
月　

村
井
流
発
表
会　

相
馬
市

　

6
月　

特
老
施
設
訪
問

　

11
月　

原
町
区
芸
文
協
発
表
会　

　
　
　
　

新
曲
発
表
会

　

�　
明
る
く
楽
し
く
、
和
や
か
に
、
豊
か
に

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
舞
踊
を
通
し
て
価

値
あ
る
人
生
、
社
会
文
化
の
向
上
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
精
励
し
て
お
り
ま
す
。

　

稽
古
日　

毎
週　

水
・
木
・
金
曜

▽
稽
古
場「
修
道
館
」原
町
区
大
木
戸

字
金
場
１
４
８

　

℡
０
２
４
４

－
２
３
－

６
７
１
１

　

�　

個
人
レ
ッ
ス
ン
が
中
心
で
す
が
、
会
員

一
同
楽
し
み
な
が
ら
日
本
舞
踊
を
学
ん
で

お
り
ま
す
。

　

�　
随
時
会
員
募
集
中
で
す
。

　

▽
原
町
区
青
葉
町
二
丁
目
92

－

２

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

３
３
７
９

　

�　

今
年
度
上
半
期
の
予
定
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

・
相
馬
村
井
流
発
表
会　

4
月
27
日（
日
）

　
　

相
馬
市
民
会
館

　

▽
原
町
区
栄
町
3

－

97　

　
　

℡
０
９
０

－

６
６
８
３

－

７
３
２
６

　

�　

華
道
5
流
よ
り
成
る
連
合
会
で
す
。
草

月
流
・
未
生
流
福
島
未
生
会
・
華
道
家
元

池
坊
原
町
会
・
原
町
龍
生
会
・
小
原
流
の

５
流
で
す
。

　

�　
今
年
度
の
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
、
こ
ど
も
い
け
ば
な
教
室　

　
　

�

日
本
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
関
心
や
理
解

を
深
め
る
目
的
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

・
対
象
者

　
　

市
内
小
学
1
年
生
～
中
学
3
年
生

　
　

希
望
が
あ
る
と
き
保
護
者
も

　

・
場
所

　
　

原
町
区
内
の
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・
申
込
み
5
月
、
教
室　

6
月
～
3
月

　

二
、
銘
醸
館
い
け
ば
な
協
力　

　
　

4
月
～
3
月

　

三
、
原
町
区
華
道
連
合
会　

総
会　

6
月

　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
６
０
７（

会
長
）

　

�　

延
期
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
原
町
支
部

創
立
70
周
年
記
念
式
典
、
鍛
錬
大
会
、
祝

賀
会
は
6
月
8
日（
日
）原
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
来
席
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
会
茶
道
の
主
旨
で
あ
る
、
丹
田
と
気
合

を
重
ん
じ
、
心
身
一
如
の
鍛
練
法
を
も
っ
て
美

し
い
容
姿
と
誠
の
心
を
磨
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
▽
原
町
区
栄
町
３

－

１
３
０　

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

４
２
０
４

◇
原
町
メ
ン
ネ
ル
・
コ
ー
ル

◇
原
町
区
華
道
連
合
会

◇
原
町
ひ
ば
り
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会

◇
横
山
慶
子
舞
踊
学
園
原
町
ス
タ
ジ
オ

◇
日
本
舞
踊
華
仙
流
　
鈴
寿
輔
会

◇
新
日
本
舞
踊
　
村
井
流
　
竜
美
香
会

◇
大
日
本
茶
道
協
会
　
原
町
支
部

◇
新
日
本
舞
踊
村
井
流
　
竜
優
季
会

◇
原
町
女
声
合
唱
団

舞
踊
部
門

生
活
文
化
部
門

音
楽
・
演
劇
部
門


